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コンテンツ共有のためのマンガの構造記述を利用した 
IIIF に基づく閲覧環境の構築 

 

加藤夕稀†1	 久行智恵†2	 三原鉄也†3	 永森光晴†3	 杉本重雄†3 
 
概要：近年，マンガはWeb上で広く掲載・閲覧され，その中身であるコマやページを引用し共有する，ということ

が一般的に行われている．しかし，ディジタル環境でのマンガの多くは単一ないし複数のビットマップ画像データで

提供されている．そのためマンガコンテンツの部分的な参照や共有を行う際には，ユーザが各自で画像データを複製，
加工して利用する必要があり，マンガに関する情報共有の煩雑化や不適切な複製利用の要因となっている．これらを

解決するためには，ユーザが画像データを直接加工，複製することなくマンガ画像の一部に対してアクセスできる環

境が求められる．本研究では，Web 上での画像共有のための国際規格 International Image Interoperability Framework 
（IIIF） を利用し，ユーザの要求に応じてマンガコンテンツの部分を提供するシステムを構築した．このシステムは
マンガコンテンツの構造を記述したメタデータを用い，URIが付与されたマンガコンテンツ中の要素と対応する画像
箇所を関連づけて提供するとともに，既存の IIIF対応ビューワを拡張したビューワ上でそれらを表示する． 

 
キーワード：マンガ，コミック，メタデータ，International Image Interoperability Framework 
 

A System of Browsing and Sharing Contents of Manga on the Web 
by the Structural Description based on IIIF 

 

KATO YUKI†1	 CHIE HISAYUKU†2	 TETSUYA MIHARA†3 
MITSUHARU NAGAMORI†3	 SHIGEO SUGIMOTO†3 

 
Keywords: Manga, Comic, Metadata, International Image Interoperability Framework 

 
 

1. はじめに     

	 写真，動画，文字，音声など，あらゆるコンテンツの

例に漏れず，マンガもWeb上で広く流通されるようになっ
て久しい．ディジタル環境下においてマンガを読むことに

関心が高まりっている中，Web上では中身であるコマやペ
ージといった，マンガの一部を引用しクリッピングするこ

とが一般的に行われている．しかしながら，現在配信され

ているディジタルマンガの多くは，単一ないし複数のビッ

トマップ画像データで提供されている．そのため，マンガ

の部分的な参照や共有を行う際には，ユーザが各自で画像

データを複製，加工して利用する必要がある．これはマン

ガに関する情報共有の煩雑化や不適切な複製利用の要因と

なっている．これらを解決するためには，ユーザが画像デ

ータを直接加工，複製することなくマンガ画像の一部に対

してアクセスできる環境が求められる． 
そこで本研究では，マンガの構造を記述したメタデータ

を用い，対応する画像の部分と結びつけて提供するシステ

ムを構築する．このシステムでは，Web上での画像共有の
た め の 国 際 規 格 International Image Interoperability 
Framework （IIIF）[1]を利用し，画像とそのメタデータを
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同時に提供できる環境を構築することで，マンガの部分に

対するアクセス，さらにその部分に対応する情報を得るこ

とが容易になることを目指す． 
 

2. Web 上でのマンガの利用とそのメタデ

ータ 

2.1 ディジタルマンガの流通と Web 上で行われる

共有 
パソコンやスマートフォン，タブレット端末の所持が一

般的となり，場所を問わずネットワーク接続が可能となっ

たことで，文章，音，写真，動画など，あらゆるコンテン

ツがWeb上で共有されるようになった．コンテンツの共有
は個人や企業からの発信にとどまらず，それを利用してい

る第三者が新たに情報を共有するサービスとして，キュレ

ーションサービスというものがある．このサービスは，Web
上で利用できる様々なコンテンツをユーザが収集・引用し

て記事としてまとめ，情報やコメントを共有するためのサ

ービスである．共有された記事は，情報源にアクセスする

ために集約された情報として，情報探索に活用されている

ことが多い．マンガも例外ではなく，実際にWeb上でマン
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ガ画像の一部を引用し共有する，ということが一般的に行

われている．図 1に，LINE株式会社が運営する Webキュ
レーションサービスである NAVERまとめ[2]での一般的な
マンガ画像の引用例を示す．この記事では，マンガの登場

人物の説明とともに，ストーリーの解説や，SNSやマイク
ロブログでの読者の作品への言及などを収集してまとめて

いる．この記事を読んだ読者は，マンガのあらすじやキャ

ラクターについての情報を簡易的に把握することができる．

一方で，こうしたサービスにおいて使用されている画像は，

記事を作成したユーザが独自でマンガ画像の特定の部分を

切り出してアップロードされたものが大半を占めている．

このように，ユーザが特定のテーマに沿って共有する情報

の一部として，マンガ画像をコマごと，ページごとに切り

出して使用する例が多く見られる．同様に，SNSやマイク
ロブログでもマンガ画像の一部を投稿に使用する例が多く

見られる． 
このように，一部のみが引用されることが多いディジタ

ルマンガであるが，その多くはビットマップ画像データと

して提供される．そのためマンガ画像中の一部のコマやセ

リフ、キャラクターの登場箇所といった，マンガコンテン

ツの部分的な参照や共有を行う際には，ユーザが各自で画

像データを複製，加工して利用する必要がある．利用され

た画像と元のコンテンツデータを紐づける情報が与えられ

ないため、利用された箇所がどういったマンガの一部であ

るのかといった情報が得られない利用，出所の明示がない

利用が多い要因となっている．さらにマンガ画像は一般に

著作物として保護されているため，このような共有を複製

権等の著作権侵害に当たると見なす意見もあり，Web上で
のユーザによるマンガの自由な共有の妨げとなっている． 

2.2 マンガの内容・構造記述のためのメタデータ 
先に述べたマンガ共有の問題を解決するためには，ユー

ザが画像データを直接加工，複製することなくマンガ画像

の一部に対してのアクセスする環境が求められる．マンガ

はコマを単位とし，コマのつながりやコマに含まれるキャ

ラクターやセリフのつながりにより時間やストーリーを表

現している．計算機上でマンガ画像の内容を利用するには，

これらのマンガの要素間のつながりを表現・記録できる必

要がある．提供されているマンガ画像データに加えて，コ

マの位置を示す座標や，特定のセリフやキャラクターが登

場する箇所に関する情報がマンガ画像のメタデータとして

提供されればマンガ画像の部分的な参照に有用である。 
こうした、マンガの内容・構造を記述したメタデータが提

案されている．Comic Book Markup Language（CBML）[4]
は， Text Encoding Initiative（TEI）[5]に基づいた，マンガ
とグラフィックノベルを XML で記述するための言語であ
る．CBMLでは，ディジタル環境で公開されているマンガ
のマークアップを目的とし，コマを基礎としてマンガの構

造を記述する．特にマンガ画像中のテキストについて，テ

キストの構成を識別しコマや他の画像との関連を記述する

ための語彙が定義されている．Manga109[6][7][8]は，学術
利用のために公開されたマンガデータセットである．

Manga109は，プロの漫画家が創作した，絶版となった 109
冊のマンガ作品からなり，全ての作品に，画像に関するア

ノテーションとしてマンガの構成要素であるコマやキャラ

クター，セリフに関するメタデータが XML 形式のデータ
で提供されている．三原[9]は，ディジタルマンガの構成要
素を記述するためのメタデータモデルを提案した．このメ

タデータモデルはマンガのストーリー構造と平面表現を構

成するコマ割りや記号表現などのビジュアル要素について

記述し，ディジタルマンガ に含まれるより詳細な構成要素
を識別するためのモデルである．さらにメタデータの利用

事例として，マンガの構成要素に対して感想を付与できる

ビューワや，ディジタル環境におけるマンガ制作支援ツー

ルであるディジタルネームエディタを紹介している．橋場

[10]は，Web 上でディジタル画像とそのメタデータのやり
とりを実現するための国際規格である IIIF，およびそれに
対応した画像ビューワを利用し，マンガ画像とそのメタデ

ータを同一画面上で重ねて表示することで同時に参照でき

る閲覧環境を構築している。これはマンガに描かれている

コマやセリフ，キャラクターといったマンガの中身のオブ

ジェクト単位で条件を指定し，検索することで，該当する

画像とそのメタデータが提示される検索機能を持つもので

ある． 
 
 
 
 

 

図 1	 NAVERまとめにおけるマンガ画像引用例[3] 
（ただしマンガ画像にはマスク処理済） 

Figure 1	 The quotation of manga image on a curation site 
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3. マンガの構造記述を利用したマンガの

部分的な共有 

本研究ではマンガの構造を記述したメタデータを利用

することでユーザの要求に応じてマンガコンテンツの部分

を提供し，共有を可能にするシステムを構築する．このメ

タデータを利用することで，マンガ画像に対してコマやキ

ャラクターといったオブジェクトが一意に識別でき，それ

らの画像上での位置を得ることができる．この機能を実現

するために，システムで利用するメタデータは Linked Open 
Data（LOD）[11]に基づいて記述する．これにより画像に内
包されるオブジェクトを URIで識別し，外部から参照する
ことが容易になる．またメタデータを Resource Description 
Framework（RDF）[12]で記述することでオブジェクト同士
の関連を明示的に示すことができる． 
本システムにおいては，コマやキャラクター，セリフと

いったマンガに内包されるオブジェクトおよび，ユーザが

任意で選択したオブジェクトの集合を共有の対象とする．

これらの要素についてメタデータでマンガオブジェクトを

示し，対応する画像箇所と結びつけて提供する．本システ

ムでは、Web上でディジタル画像とコンテンツの構造情報
の提供のための国際規格である IIIF を利用する．IIIF は
LOD に基づいて画像データとそのメタデータを構造的な
URIで表し，メタデータを画像に対する注釈として画像デ
ータとのリンク付けを行い，ビューワに表示するための仕

様を定めている．既に IIIFに準拠した画像提供用のサーバ
アプリやビューワが提供されており，本研究ではこれらを

システム開発に利用する．IIIF を利用した，画像の部分を
提供する取組みとして，人文学オープンデータ共同利用セ

ンター[13]が公開している IIIF Curation Platform[14]が挙げ
られる．  

4. マンガの構造を記述するためのメタデ

ータモデル 

本研究では，Manga109 で提供されているデータを利用
し，マンガの構造を記述したメタデータを IIIF Presentation 
API のリソースモデルへマッピングすることでシステムの
構築を行った．図 2に，メタデータモデルと IIIFのリソー
スモデルの全体図，およびマッピングの対応関係を示す。

「Book」はマンガ一冊を，「Viewing Area」はマンガの見開
きページを表した実体である．「Character Img」「Character 
FaceImg」「Text」「Frame」はManga109で画像（マンガの見
開きページ）に関するアノテーションとして提供されてい

るメタデータと対応する実体であり，それぞれキャラクタ

ーの全身の画，キャラクターの顔の画，テキスト，コマと

いったオブジェクトを表す．このマンガメタデータモデル

に基づいて，IIIFへのマッピングを行った図中の「Manifest」
「Sequence」「Canvas」「Annotation」「Annotation List」は IIIF
のリソースモデルの実体を示しており，先に示したマンガ

の構造を記述する実体をこれらとマッピングしている．

Manifest は 1 つの画像資料群全体を表す要素であるため
Book と対応させている．Sequence は画像資料を埋め込む
ための箱の役割を担う Canvas の順序構造を表す要素であ
る．この Canvasは Viewing Areaと対応させている．また，
Annotationで対象のCanvas領域に見開きページに含まれる
オブジェクト及び画像データを注釈内容としてリンキング

させている．Annotation Listは Canvasごとに Annotationを
まとめるための要素である．このようなマッピングにより，

マンガの構造を記述したメタデータを IIIFのリソースモデ
ルのデータに変換し IIIF環境下において利用可能となった.
その結果,特定のコマや特定のキャラクターといった要素
に対応するマンガ画像の部分に構造的なURIで一意にアク
セスできるシステムを実現することができる． 

5. ディジタルマンガ共有システムの構築 

5.1 システム概要 
図 3 に本システムで構築したシステムの概要図を示す。

本研究では，既存の IIIF対応ビューワであるMirador[15]を
拡張し，マンガ画像およびそのメタデータを閲覧でき，さ

らにビューワからマンガコンテンツを共有できるシステム

の構築を行った．システムは Mirador を拡張したビューワ
と APIサーバからなり，マンガの画像および対応するメタ
データの閲覧機能，メタデータを用いた検索機能，マンガ

オブジェクトの共有機能を有する． 
Mirador 上で画像およびそれに対する注釈を表示するた

めには，事前に用意されたマニフェストファイルを読み込

ませる必要がある．ユーザの要求に応じたマンガの共有を

実現しそれをビューワ上で表示させるためには，マニフェ

ストファイルを動的に生成し，そのマニフェストファイル

を表す URIをビューワで読み込まなければならない．本研
究では，ビューワ上でユーザが選択した範囲をリストアッ

プする機能，そのリストからマニフェストファイルを動的

に生成し保存する機能を実装した． 
このシステムを用いて，ユーザは次のことを行うことが

できる．1) ビューワ上でマンガを閲覧する，2)ビューワ上
でマンガが内包する任意のオブジェクトを選択し，生成さ

図 2	 マンガの構造を記述するメタデータモデル 
Figure 2	 The metadata model to describe the structure of 

manga 
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れた共有リンクを用いて外部サービスで共有する，3) 共有
したいオブジェクトが複数ある場合は，ビューワ上でそれ

を選択しリストアップすることで一つにまとめる．リスト

に対して 2)の場合と同様にリンク URL を生成し，外部サ
ービスで共有する． 

5.2 IIIF Presentation API に基づく JSON ファイル

の生成 
Mirador 上で画像およびそれに対する注釈を表示するた

めには，マニフェストファイルと呼ばれる Presentation API
準拠の JSONファイルを用意し，読み込ませる必要がある．
本システムでは，前節で述べたユーザが共有したいオブジ

ェクトのリストに対応するマニフェストファイルを動的に

生成できるよう，Miradorを拡張した．共有において，マニ
フェストファイルは選択されたオブジェクトを含む本の役

割を担う．Presentation APIの仕様に則り，選択したマンガ
のオブジェクトの座標および幅，高さをマニフェストファ

イルに記述することで対応する画像の部分を指定すること

ができる．リストに含まれるオブジェクトが複数である場

合には，Canvasというプロパティを複数記述することで対
応できる．マニフェストファイルは Universal Unique 

Identifier（UUID）[16]を識別子として付与しており一意な
識別とアクセスが可能である．このファイルはユーザがオ

ブジェクトを共有する際に自動で作られ，サーバに保存さ

れる． 
SNS等の外部サービスで共有する際は，ビューワの URL

に共有したいオブジェクトの UUIDをパラメータとして付
与したものを発行する．図 4 にビューワから Twitter[17]に
マンガを共有する際の画面を示す．パラメータの UUIDを
もとにユーザが共有したオブジェクトに対応するマニフェ

ストファイルをサーバから取得し読み込むことで， ビュー
ワ上で閲覧することができる．図 5は共有されたオブジェ

図 2	 システム概要図 
Figure 2	 The components of the proposed system 

図 4	 Twitterへの共有リンク例 
Figure 4	 Share link to Twitter 

©山田雨月 
図 5	 ユーザが共有したオブジェクトの読み込み 
Figure 5The view of loading objects shared by users 
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クトに対応するマニフェストファイルを読み込んだビュー

ワ画面，図 6はビューワ上でマンガの部分の表示を行った
画面である． 

5.3 リストアップ機能の実装 
ユーザがマンガコンテンツを共有する際には，コマやキ

ャラクター，セリフといったマンガに内包されるオブジェ

クトおよび，それらの集合を共有する場合が多い．そこで

本システムでは，ユーザが指定したオブジェクトを任意の

単位で共有できるよう，リストアップする機能を実装した．

図 7と図 8に，ビューワ上でのアノテーション表示とお気
に入り登録例およびビューワ上でのアノテーション表示を

拡大した図を示す．ビューワ上では，カーソルを合わせた

画像領域に対応するアノテーションが表示される．そのア

ノテーションそれぞれの右上にお気に入り登録ボタンを実

装した．これをクリックすることにより，ユーザが指定し

た任意の部分をリストとして保持することができる．複数

のオブジェクトをリストアップして共有する場合にも前節

で述べたように，対応するマニフェストファイルおよび共

有リンクを生成し、外部サービスにて共有することができ

る． 

6. おわりに 

本研究では，マンガの内容と構造のメタデータと IIIFを
組み合わせることで，マンガの構成要素単位でマンガコン

テンツを参照し共有できる環境を構築した．これにより，

マンガの内容や構造のメタデータをマンガ画像と共に提供

することが可能となった．また，リストアップ機能の実装

およびリストに対応するマニフェストを生成することによ

り，複数のマンガオブジェクトの一括共有，マンガのオブ

ジェクトに対応するメタデータの提供が可能となった．  
一方で、本研究で開発したシステムの機能を利用するた

めには画像毎にメタデータを用意する必要があり、そのメ

タデータ作成のコストがシステム利用の課題となる．この

課題の解決のためにはマンガ画像の効率的なメタデータ作

成の手法開発が必要である。また，利用した IIIFは未だ発
展途上にあり，今後大幅な仕様変更があった際にはそれに

伴ったシステムの大幅な変更が必要になり得る．本研究で

は PC 向けのビューワ開発に留まったが、スマートフォン
等の閲覧環境を考慮したビューワの開発やユーザインター

フェースの改善も望まれる． 
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